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産学連携による先端理系人財の育成
学校法人東京理科大学、第一生命保険株式会社
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　このたび、東京理科大学と第一生命が共同して整備を
進めてきた「ＴＵＳグローバルレジデンス」が完成しま
した。両者は年３月に包括連携協定を締結し、「産
学連携によるイノベーション創出と地方創生・地域活性
化を通じた社会課題の解決」に取り組んでおり、本事業
もその一環となります。
　検討の着手時期がコロナ禍の開始時期と重なり、不確
実性の高い社会環境下でありましたが、東京理科大学が
有する学生・教職員の起業に関する充実した支援体制、
第一生命が有する社会課題の解決に資する不動産開発ノ
ウハウをはじめ、両者の強みを結集するかたちで、次世
代に向けた学生用マンションの計画を進めました。設計
施工の竹中工務店をはじめ多様なパートナーと協業し、
快適性や生産性向上につながるデザイン・技術上のさま
ざまな工夫を取り込んでいます。さらに、大学発スター
トアップ支援の豊富な実績を有する東京理科大学インベ

ストメント・マネジメントが運営する「インキュベーシ
ョン施設」を併設し、学生起業や教職員の研究シーズ事
業化を支援するなど、入居学生にウェルビーイングかつ
イノベーティブな生活・学習環境を提供します。
　広大な敷地を誇る野田キャンパスは、年に設置し
た理工学部（現創域理工学部）を中心に発展し、現在は
人ほどの学生が学んでいます。また、年には
年ぶりの新学部「創域情報学部（仮称）」の設置が計画
されており、オープンから半世紀余を経た野田キャンパ
スはまさに変革の時を迎えています。
　こうした中で完成したＴＵＳグローバルレジデンスで
は、入居学生のコミュニティ形成をサポートするイベン
トを継続的に開催するほか、留学生や海外の研究者など
の短期滞在も積極的に受け入れていくことで、将来グ
ローバルに活躍する先端理系人財の育成、並びに地域・
社会の発展につなげていきます。　
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■建　築　名　称：ＴＵＳグローバルレジデンス
■建　築　地：千葉県野田市山崎―１
■事　業　者：第一生命保険株式会社
■共同事業者：学校法人東京理科大学
■管理運営者：東京理科大インベストメント・マネ

ジメント株式会社
■設　計　者：株式会社竹中工務店
■施　工　者：株式会社竹中工務店

■構　造　種　別：壁式ＲＣ造（杭基礎）
■階　　　数：地上５階
■用　　　途：学生寮（室）
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■工　　　期：年月～年３月

（写真提供：第一生命保険株式会社）


